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国立大学法人東京農工大学工学部教育規則の一部改正 

国立大学法人東京農工大学工学部教育規則を次のとおり改正する。 

現行 改正 備考 

第 1条～第 12条 省略（現行どおり） 

 

附則 省略 

 

 

 

 

 

別表(1)(第 2条関係)  

全学共通教育科目 

第 1条～第 12条 省略（現行どおり） 

 

附則 省略（現行どおり） 

附則 （工規則第 2号） 

1 この規則は、平成 26年 4月 1日から施行する。 

2 平成 26年 3月 31日現在在学している者の授業科目の名称及び単位数並びに必修又は選択の別、教育課程

については、改正後の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

 

別表(1)(第 2条関係) 

全学共通教育科目 

 

工学基礎実験 2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
基礎ゼミ 2 ◎ ◎
安全工学 2
特許法 2
ベンチャービジネス論 2
知的財産権 2
技術者倫理 2
科学技術コミュニケーション論 2
工学部共通特別講義（　） 2
融合科目(    ) 1

融合科目(    ) 1

現代倫理論 2
現代宗教論 2
多文化共生論 2
ジェンダー論 2
共生社会政策論 2
国際平和論 2
哲学 2
文学・芸術学 2
心理学 2
教育学 2
社会学 2
日本国憲法 2
経済学 2
歴史学 2
リーディング・ベイシックス ◎1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

ライティング・ベイシックス ◎1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

イングリッシュ・コミュニケーションI ◎1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

アドヴァンスト・リーディング ◎1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

アドヴァンスト・ライティング ◎1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

イングリッシュ・コミュニケーションII ◎1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

資格試験英語演習 1

アカデミック・リーディング 1 ◎

アカデミック・コミュニケーション 1 ◎

ドイツ語初級文法Ⅰ 1

ドイツ語初級文法Ⅱ 1

ドイツ語初級講読 1

ドイツ語中級Ⅰ 1

ドイツ語中級Ⅱ 1

フランス語初級文法Ⅰ 1

フランス語初級文法Ⅱ 1

フランス語初級講読 1

フランス語中級Ⅰ 1

フランス語中級Ⅱ 1

中国語初級文法Ⅰ 1

中国語初級文法Ⅱ 1

中国語初級講読 1

中国語中級Ⅰ 1

中国語中級Ⅱ 1

スペイン語初級文法Ⅰ 1

スペイン語初級文法Ⅱ 1

スペイン語初級講読 1

韓国語初級文法Ⅰ 1

韓国語初級文法Ⅱ 1

韓国語初級講読 1

リ
テ
ラ
シ
ー

科
目

全
学
共
通
教
育
科
目

6単位以上

を修得する

こと。

第

２

外

国

語

自由選択と

する。

中級は当

該言語の

初級3単位

を履修条

件とする。

同一言語

の初級から

2単位修得

すること。

中級は当

該言語の

初級3単位

を履修条

件とする。

同一言語

の初級から

2単位修得

すること。

中級は当

該言語の

初級3単位

を履修条

件とする。

同一言語

の初級から

2単位修得

すること。

中級は当

該言語の

初級3単位

を履修条

件とする。

同一言語

の初級から

2単位修得

すること。

中級は当

該言語の

初級3単位

を履修条

件とする。

同一言語

の初級から

2単位修得

すること。

中級は当

該言語の

初級3単位

を履修条

件とする。

同一言語

の初級から

2単位修得

すること。

中級は当

該言語の

初級3単位

を履修条

件とする。

同一言語

の初級から

2単位修得

すること。

中級は当

該言語の

初級3単位

を履修条

件とする。

6単位以上

を修得する

こと。

6単位以上

を修得する

こと。

6単位以上

を修得する

こと。

6単位以上

を修得する

こと。

6単位以上

を修得する

こと。

6単位以上

を修得する

こと。

共

生

人

文

社

会

科

学

B

人

間

と

文

化

社

会

の

構

造

英
語

8単位以上

を修得する

こと。

合計6単位

以上を修

得するこ

と。

合計6単位

以上を修

得するこ

と。

合計8単位

以上を修

得するこ

と。

合計8単位

以上を修

得するこ

と。

合計6単位

以上を修

得するこ

と。

合計6単位

以上を修

得するこ

と。

自由選択

単位として

卒業に必

要な単位

に算入でき

る。

合計2単位

以上を修

得するこ

と。

自由選択

単位として

卒業に必

要な単位

に算入でき

る。

自由選択

単位として

卒業に必

要な単位

に算入でき

る。

融合科

目
2単位まで履修できる。それらを自由選択単位として卒業に必要な単位に算入できる。

4単位

必修

4単位

必修

2単位

必修

2単位

必修

持

続

可

能

な

地

球

の

た

め

の

科

学

技

術

科

学

技

術

と

社

会

自由選択

単位として

卒業に必

要な単位

に算入でき

る。

自由選択

単位として

卒業に必

要な単位

に算入でき

る。

自由選択

単位として

卒業に必

要な単位

に算入でき

る。

自由選択

単位として

卒業に必

要な単位

に算入でき

る。

大学導入科目
2単位

必修

2単位

必修

2単位

必修

2単位

必修

共
生

人

文

社

会
科

学

共

生

人

文

社

会

科

学

A
合計6単位

以上を修

得するこ

と。

合計6単位

以上を修

得するこ

と。

工学科 工学科

工学科 工学科 工学科

機械 物理 電気電子 情報

工学科 化学科 化学科 システム システム システム
区　分 授業科目

単

位

数

学　　　　科　　　　名

生　命 応用分子 有機材料 化学

工学基礎実験 2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
基礎ゼミ 2 ◎ ◎
安全工学 2
特許法 2
ベンチャービジネス論 2
知的財産権 2
技術者倫理 2
科学技術コミュニケーション論 2
工学部共通特別講義（　） 2

現代倫理論 2
現代宗教論 2
多文化共生論 2
ジェンダー論 2
共生社会政策論 2
国際平和論 2
哲学 2
文学・芸術学 2
心理学 2
教育学 2
社会学 2
日本国憲法 2
経済学 2
歴史学 2
リーディング・ベイシックス ◎1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

ライティング・ベイシックス ◎1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

イングリッシュ・コミュニケーションI ◎1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

アドヴァンスト・リーディング ◎1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

アドヴァンスト・ライティング ◎1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

イングリッシュ・コミュニケーションII ◎1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

資格試験英語演習 1

アカデミック・リーディング 1 ◎

アカデミック・コミュニケーション 1 ◎

ドイツ語初級文法Ⅰ 1

ドイツ語初級文法Ⅱ 1

ドイツ語初級講読 1

ドイツ語中級Ⅰ 1

ドイツ語中級Ⅱ 1

フランス語初級文法Ⅰ 1

フランス語初級文法Ⅱ 1

フランス語初級講読 1

フランス語中級Ⅰ 1

フランス語中級Ⅱ 1

中国語初級文法Ⅰ 1

中国語初級文法Ⅱ 1

中国語初級講読 1

中国語中級Ⅰ 1

中国語中級Ⅱ 1

スペイン語初級文法Ⅰ 1

スペイン語初級文法Ⅱ 1

スペイン語初級講読 1

韓国語初級文法Ⅰ 1

韓国語初級文法Ⅱ 1

韓国語初級講読 1

6単位以上

を修得する

こと。

第

２

外

国

語

自由選択と

する。

中級は当

該言語の

初級3単位

を履修条

件とする。

同一言語

の初級から

2単位修得

すること。

中級は当

該言語の

初級3単位

を履修条

件とする。

同一言語

の初級から

2単位修得

すること。

中級は当

該言語の

初級3単位

を履修条

件とする。

同一言語

の初級から

2単位修得

すること。

中級は当

該言語の

初級3単位

を履修条

件とする。

同一言語

の初級から

2単位修得

すること。

中級は当

該言語の

初級3単位

を履修条

件とする。

同一言語

の初級から

2単位修得

すること。

中級は当

該言語の

初級3単位

を履修条

件とする。

同一言語

の初級から

2単位修得

すること。

中級は当

該言語の

初級3単位

を履修条

件とする。

同一言語

の初級から

2単位修得

すること。

中級は当

該言語の

初級3単位

を履修条

件とする。

6単位以上

を修得する

こと。

6単位以上

を修得する

こと。

6単位以上

を修得する

こと。

6単位以上

を修得する

こと。

6単位以上

を修得する

こと。

6単位以上

を修得する

こと。

共

生

人

文

社

会

科

学

B

人

間

と

文

化

社

会

の

構

造

リ
テ
ラ
シ
ー

科
目

英
語

8単位以上

を修得する

こと。

合計6単位

以上を修

得するこ

と。

合計6単位

以上を修

得するこ

と。

合計8単位

以上を修

得するこ

と。

合計8単位

以上を修

得するこ

と。

合計6単位

以上を修

得するこ

と。

合計6単位

以上を修

得するこ

と。

自由選択

単位として

卒業に必

要な単位

に算入でき

る。

合計2単位

以上を修

得するこ

と。

自由選択

単位として

卒業に必

要な単位

に算入でき

る。

自由選択

単位として

卒業に必

要な単位

に算入でき

る。

4単位

必修

4単位

必修

2単位

必修

2単位

必修

持

続

可

能

な

地

球

の

た

め

の

科

学

技

術

科

学

技

術

と

社

会

自由選択

単位として

卒業に必

要な単位

に算入でき

る。

自由選択

単位として

卒業に必

要な単位

に算入でき

る。

自由選択

単位として

卒業に必

要な単位

に算入でき

る。

自由選択

単位として

卒業に必

要な単位

に算入でき

る。

全
学
共
通
教
育
科
目

大学導入科目
2単位

必修

2単位

必修

2単位

必修

2単位

必修

共
生

人

文

社

会
科

学

共

生

人
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会

科

学

A
合計6単位

以上を修
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と。

合計6単位

以上を修
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と。

工学科 工学科

工学科 工学科 工学科

機械 物理 電気電子 情報

工学科 化学科 化学科 システム システム システム
区　分 授業科目

単

位

数
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生　命 応用分子 有機材料 化学
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備考 （１） ◎の授業科目は、必修とする。  

 （２） 日本語科目、日本事情科目は外国人留学生等対象とする。  

 ※ 自由選択単位として卒業に必要な単位に算入できる。  

 （ ）については、別に定めるテーマから選択するものとする。  

 

 

別表(2)～(5) 省略 

 
備考 （１） ◎の授業科目は、必修とする。  

 （２） 日本語科目、日本事情科目は外国人留学生等対象とする。  

 ※ 自由選択単位として卒業に必要な単位に算入できる。  

 （ ）については、別に定めるテーマから選択するものとする。  

 

 

別表(2)～(5) 省略 （現行どおり） 

 

リ

テ

ラ

シ

ー

科

目

Communication skills for Scientists 1

スポーツ健康科学理論 2

体力学実技 ◎1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

生涯スポーツ実技 1

日本語Ⅰ 2

日本語Ⅱ 1

日本語Ⅲ 1

日本事情Ⅰ 2

日本事情Ⅱ 2
日本事情科目

※

※

1単位以

上修得す

ること。

1単位以

上修得す

ること。

日本語科目

※

※

※

全
学
共
通
教
育
科
目

国際コミュ

ニケー

ショ ン演

習

※

スポーツ

健康科学科目

1単位以

上修得す

ること。

1単位以

上修得す

ること。

1単位以

上修得す

ること。

1単位以

上修得す

ること。

1単位以

上修得す

ること。

2単位以

上修得す

ること。

リ

テ

ラ

シ

ー

科

目

Communication skills for Scientists 1

スポーツ健康科学理論 2

体力学実技 ◎1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

生涯スポーツ実技 1

日本語Ⅰ 2

日本語Ⅱ 1

日本語Ⅲ 1

日本事情Ⅰ 2

日本事情Ⅱ 2
日本事情科目

※

※

1単位以

上修得す

ること。

1単位以

上修得す

ること。

日本語科目

※

※

※

全
学
共
通
教
育
科
目

国際コミュ

ニケー

ショ ン演

習

※

スポーツ

健康科学科目

1単位以

上修得す

ること。

1単位以

上修得す

ること。

1単位以

上修得す

ること。

1単位以

上修得す

ること。

1単位以

上修得す

ること。

2単位以

上修得す

ること。


